
資料２

⼭形県庄内地区における⼭形県庄内地区 ける
初期救急医療体制に関する取り組み

⽇本海総合病院 救命救急センター
緑川新⼀、島貫隆夫緑川新 、島貫隆夫
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庄内⼆次医療圏 概要庄内⼆次医療圏 概要
＜⼈⼝＞ 291,500⼈ ※平成23年10⽉現在

・酒⽥市110,253⼈、・遊佐町 15,208⼈
・三川町 7,740⼈、・庄内町 22,925⼈
・鶴岡市135,374⼈

＜救急告⽰病院＞
3次救急医療機関：

⽇本海総合病院（646床）
2次救急医療機関：

鶴岡市⽴荘内病院（520床）
鶴岡協⽴病院（201床）
酒⽥市⽴⼋幡病院（46床）
健友会本間病院（154床）健友会本間病院（154床）
⼭形愛⼼会庄内余⽬病院（324床）

＜MC協議会＞
・鶴岡地区救急医療対策協議会MC部会
・酒⽥地区救急医療対策協議会MC部会
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鶴岡地区（南庄内）概要鶴岡地区（南庄内）概要
＜⼈⼝＞ 144,114⼈ ※平成23年10⽉現在

・鶴岡市135,374⼈、・三川町 7,740⼈

＜救急告⽰病院＞
2次救急医療機関：
鶴岡市⽴荘内病院（520床）
鶴岡協⽴病院（210床）鶴岡協⽴病院（210床）

＜初期救急医療機関＞

鶴岡市休⽇夜間診療所
休⽇：午前9時から午後9時（昭和49年より）
平⽇：午後7時から午後9時30分（平成21年より）平⽇ 午後 時から午後9時30分（平成 年より）

＜MC協議会＞＜MC協議会＞
・鶴岡地区救急医療対策協議会MC部会
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年間救急患者数
鶴岡市休⽇夜間診療所と荘内病院急患数の推移︵
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（鶴岡市及び鶴岡市⽴荘内病院より情報提供いただいたデータをもとに特別集計）
初期救急医療機関が診療を拡充したことで⼆次救急医療機関の負担軽減につ
ながったのではないか。
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酒⽥地区（北庄内）概要酒⽥地区（北庄内）概要
＜⼈⼝＞ 148,386⼈

酒⽥市110 253⼈ 遊佐町 15 208⼈
※平成23年10⽉現在

・酒⽥市110,253⼈、・遊佐町 15,208⼈
・庄内町 22,925⼈

救急告 病院＜救急告⽰病院＞
3次救急医療機関：
⽇本海総合病院（646床）

2次救急医療機関：
酒⽥市⽴⼋幡病院（46床）
健友会本間病院（154床）健友会本間病院（154床）
⼭形愛⼼会庄内余⽬病院（324床）

＜初期救急医療機関＞＜初期救急医療機関＞

酒⽥市休⽇診療所（⽇曜⽇・祝⽇・年末年始）
開設時間：成⼈：午前8時30分〜午後5時、午後6時から9時

⼩児：午前8時30分〜午後5時⼩児：午前8時30分〜午後5時
＜MC協議会＞
・酒⽥地区救急医療対策協議会MC部会
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⽇本海総合病院⽇本海総合病院
病床数：646 床（14病棟）、 25 診療科

師 名 看護師 名 臨時看護師 名医師 132名、看護師 545名、臨時看護師 48名

平均在院⽇数 11.7 ⽇、病床利⽤率 86.0 ％

救命救急センター（平成23年4⽉開設、救急WS併設）
酒⽥地区医師会の夜間⼀般診療⽀援(19〜22時)酒⽥地区医師会の夜間 般診療⽀援(19 22時)
酒⽥地区医師会の夜間⼩児診療⽀援(19〜22時)

平成20年以前 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年以降
年%)

市⽴酒⽥病院市⽴酒⽥病院
移⾏期間

⽇本海総合病院⽇本海総合病院
酒田医療センター

県⽴⽇本海病院県⽴⽇本海病院 日本海総合病院
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医療機関搬送⼈員（酒⽥消防）
平成22年

2% 2%2%

0%
9%

⽇本海総合病院
酒⽥医療センタ酒⽥医療センター
本間病院
余⽬病院余⽬病院
⼋幡病院
その他

酒⽥医療センター
１７％ その他

管外
１７％

⽇本海総合病院
68%

⽇本海総合病院/酒⽥医療Cで
救急⾞の85％（約5000件）を救急⾞の85％（約5000件）を

受⼊れ
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平成22年時点での初期救急医療体制の状態と課題平成22年時点での初期救急医療体制の状態と課題
＜⼀次救急＞＜ 次救急＞
酒⽥市では休⽇診療所のみ開設していた（平⽇夜間なし）。
市内の⼤きな⼆次病院の統合合併市内の⼤きな⼆次病院の統合合併

その結果 平⽇の初期救急診療が⽇本海総合病院に集中その結果、平⽇の初期救急診療が⽇本海総合病院に集中。
→医師の過重労働

＜救急搬送＞
救急搬送先も⽇本海総合病院に集中。
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平⽇夜間初期救急診療体制平⽇夜間初期救急診療体制
※平成23年4⽉より

＜酒⽥市＞
応援医師⼈件費の⼀部負担

＜医師会＞
初期診療応援

＜⽇本海総合病院＞
診療場所の提供
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応援医師報酬と市の負担⾦応援医師報酬と市の負担⾦

酒⽥市負担⾦ ＝
応援医師⼈件費（報酬）ー地域連携加算

⼈件費 ⼈件費

応援医師⼈件費（報酬） 地域連携加算

⼈件費
11,780

⼈件費
11,464

単位：千円
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平⽇夜間初期救急診療体制平⽇夜間初期救急診療体制
※平成23年4⽉より

＜酒⽥市＞
応援医師⼈件費の⼀部負担

＜医師会＞
初期診療応援

＜⽇本海総合病院＞本海総 病院
診療場所の提供 初期診療

⼆次・三次⼆次 三次
診療

トリアージトリアージ
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年間救急患者数
酒⽥市休⽇診療所と⽇本海総合病院急患数の推移
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⽇本海総合病院の救急外来における
平⽇19時から22時の患者数（⼩児除く）平⽇19時から22時の患者数（⼩児除く）

計3,135⼈ 計3,096⼈

( )(39%) (45%)

(61%) (55%)
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救急搬送・受⼊れ体制救急搬送・受⼊れ体制
＜医師会＞

※平成23年4⽉より

＜酒⽥消防＞ ＜医師会＞
軽症者の受⼊れ

＜酒⽥消防＞
「傷病者の搬送及び受⼊れに関する実施基準」に
沿った病院選定

＜⼆次病院＞
救急受⼊れの増加

＜⽇本海総合病院＞
・緊急・重篤な傷病者の確実な受⼊

救急受⼊れの増加

＜酒⽥市＞
市報などでの広報

緊急 重篤な傷病者の確実な受⼊
・他機関応需困難時の確実な受⼊

救命⼠再教育 救急隊員研修会 よ 市報などでの広報・救命⼠再教育、救急隊員研修会による
救急隊スキルの底上げ
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酒⽥地区における救急搬送の取り組み（広報）酒⽥地区における救急搬送の取り組み（広報）
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医療機関搬送⼈員（酒⽥消防）医療機関搬送⼈員（酒⽥消防）

(85%)(84%) (84%)
(74%)

(64%)
( )

救命救急センター開設
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まとめまとめ
＜初期救急診療体制＞
鶴岡市：医師会の協⼒による休⽇夜間診療所

（休⽇に加えて平⽇の夜間診療を開始）
酒⽥市 医師会による休⽇診療所に加え酒⽥市：医師会による休⽇診療所に加えて

市・医師会の協⼒による病院での
平⽇夜間初期診療体制平⽇夜間初期診療体制

→病院勤務医の負担の軽減

＜救急搬送＞
「傷病者の搬送及び受⼊れに関する実施基準」に基づく病「傷病者の搬送及び受⼊れに関する実施基準」に基づく病
院選定と初期・⼆次医療機関の協⼒により、三次医療機関
への搬送集中を回避。
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